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− − −証明　　逆写像 による逆像 が像 に一致することと，

同相写像と開写像の定義から は開写像である．

定理 を用いれば，同様に が閉写像であることが分かる．



2.10 1) 

1 1 1( ) ( ) ( )f f A f A

f

f

− − −証明　　逆写像 による逆像 が像 に一致することと，

同相写像と開写像の定義から は開写像である．

定理 を用いれば，同様に が閉写像であることが分かる．
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